
東日本大震災現地ＮＰＯ応援基金
『しんきんの絆』復興応援プロジェクト助成金贈呈式の開催について

宮古信用金庫
理事長齋藤浩司

信金中央金庫営業推進部
復興支援対応室室長石川孝様（ご来賓）

団 体 名 宮古市末広町商店街振興組合（宮古市）

応募事業 宮古まちなか賑わい創出事業 代表者 佐香 英一

 これまでの主な活動内容と実績
 共同販売促進および集客等に関する事業の実施

 100円商店街
 フライ旗祭り（夏祭り） 等

 地域への貢献及び交流に関する事業の実施

 黒森神楽他の郷土芸能公演
 商店街レッドカーペット 等

 経済産業省「がんばる商店街30選」に選定（平成25年）

団 体 名 社会福祉法人夢のみずうみ村子ども夢ハウスおおつち（上閉伊郡大槌町）

応募事業 大槌山菜収穫体験学習 代表者 藤原 茂

 今回の応募事業の目的と内容

 町内の子どもを中心に、大槌の地域資源への関心を高め、地域
資源の付加価値を向上させるための体験学習の実施

 なめこの菌付および収穫体験学習の実施
 なめこの収穫体験事業普及モデルの考察

 これまでの主な活動内容と実績

 大槌町安渡地区の一軒家を借り、放課後・土日に近所
の子どもたちの遊び場として開放

 地元ボランティア等との協力によるイベントの実施

 安渡町内会・安渡公民館・東京大学との安渡地区
交流会の実施

 すりきず公園の作成
 夜空の天国に手紙を送る会の開催
 城山公民会館でのコンサートの開催 等

目録の贈呈・助成金受領団体からのご挨拶

本式開催の挨拶

 今回の応募事業の目的と内容

 地域コミュニティ組織間の交流連携を促し、商店街の賑わいを
取り戻すために、商店街の特性を生かしたイベント事業の実施

 「市民交流施設」設置運営による地域コミュニティ活動の活性化
 東日本大震災からの復興イベント「復興市」開催

平成２７年４月１６日（木）、当金庫本店にて「東日本大震災現地ＮＰＯ応援基金『しんきんの絆』復興応援
プロジェクト」の助成金贈呈式が開催され、当金庫が推薦した日常生活の再建や地域コミュニティ文化の再生
活動に取り組む４団体に目録の贈呈を行いました。

「宮古市末広町商店街振興組合公式Webサイト」 http://www2.ocn.ne.jp/~akindo/

「夢のみずうみ村」 http://www.yumenomizuumi.com 



団 体 名 特定非営利活動法人 いわてマリンフィールド

応募事業 「ふるさとの海との共生」を進めるユニバーサルデザイン事業 代表者 橋本 久夫

 今回の応募事業の目的と内容

 「高齢者」「身体・知的障がい者」「不登校児童」等の「海へ
のアプローチ」を容易にするための体験教室の開催

 ユニバーサルデザイン（※）のディンギーヨットを活用した
体験教室の開催

 これまでの主な活動内容と実績

 「海に学び」「海に親しみ」「海を活用する」をテーマに、
マリンスポーツの振興や水辺活動の実施

 シーカヤック教室
 シーカヤックマラソン
 小中学校へのヨットやカヤック出前体験講座
 青少年国際交流 等

 宮古湾の清掃活動を通じた環境問題への取組み

 岩手県「元気なコミュニティ100選」に認定 等

団 体 名 ユースみやっこベース

応募事業 宮古市における若者定住促進プロジェクト 代表者 早川 輝

 今回の応募事業の目的と内容

 若者が地域を知り、地域での暮らしを考えるための学習機会
の創出

 講演会「大人の話を聞く会」の開催
 地元企業見学の実施
 地域体験プログラムの実施

 定住促進に向けた活動の継続推進のための市民向け情報
の発信

 広報誌、団体パンフレットの発行

 これまでの主な活動内容と実績

 高校生の社会参加促進のための活動

 高校生サミットの実施
 社会活動コーディネートの実施
 コミュニティスペース「みやっこハウス」の運営 等

来賓・助成金受領団体との記念撮影

今回、助成が決定した団体の皆様のますますのご活躍を心から祈念しております。

宮古信用金庫は、今後とも地元になくてはならない金融機関として、地域の復興・発展のために頑張って参ります。

東日本大震災現地ＮＰＯ応援基金
『しんきんの絆』復興応援プロジェクト

 信用金庫の中央機関である信金中央金庫
が、東日本大震災による被災者の日常
生活の再建や地域コミュニティ・文化の再生
活動等を支援するために、2014年９月に
設立した。

 信金中央金庫が全国の信用金庫が募集し
た「『しんきんの絆』復興応援定期積金」
（総額５８０億円）の０． ２５％相当額
（１億４，５００万円）を日本ＮＰＯセンターに
寄付を行い、被災３県の民間団体に助成を
実施。

「ユースみやっこベース」 http://miyakkobase.jimdo.com

※ ユニバーサルデザイン
高齢であることや障害の有無にかかわらず、すべての人が快適に利用できる
ように製品や建造物、生活空間等をデザインすること。


